
マシンアンドビジョン株式会社

LED照明用デジタル調光電源
ANB86001／ANB86003取扱説明書

１．安全に関する項目　　※ご使用の前に必ずお読みください※

　　この度は、LED照明用調光電源をお買い上げいただき、ありがとうございます。
　　ご使用前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にご使用ください。
　　そして常にご覧いただけるように、製品と一緒にして大切に保管してください。
　　本説明書中の”　!　警告”、”　!　注意”及び”　!　お願い”の記載事項は、
    傷害や感電などの事故防止のため必ずお守りください。

! 警　告

（１）本体のカバーを開けないでください。
　　　内部には高い電圧の部分があり、感電の恐れがあります。

（２）電源プラグはコンセントに直接接続してください。
　　　テーブルタップでの延長やたこ足配線は、火災や感電の原因となります。
　　　接続、取り外しは、本体及び周辺機器の電源プラグをコンセントから抜いた
　　　後に行なってください。

（３）ぬれた手で、電源プラグを触らないでください。
　　　感電の恐れがあります。

（４）電源は接地してご使用ください。
　　　接地しない場合、接地電位の金属と本電源を同時に触ると感電する恐れが
　　　あります。

（５）煙が出る、装置が異常に熱くなる。変な臭いや音がするなどの異常が
　　　起こった場合は、すぐに使用を中止し、電源を切って電源プラグをコンセント
　　　から抜いてください。

（６）光量の強い照明を直視しないでください。
　　　ＬＥＤ照明は半導体レーザーのような強度はありませんが、明るい光量の
　　　照明を直視したり、ストロボ発光している照明を長時間直視することは避けて
　　　ください。目に悪影響を及ぼす可能性があります。

<安全使用のための警告文>

２．特長
　　２－１　シーシーエス株式会社製ＬＥＤ照明に対応したデジタル調光電源です。
　　
　　２－２　ＤＣ１２Ｖ、ＤＣ２４Ｖ出力を切り換えて使用できます。
　　　　　　ＬＥＤ光源色が赤色から白色に変わっても、電源はそのままでＯＫ。
　　
　　２－３　「常時点灯」以外に「フラッシュ点灯」も可能です。
　　　　　　ローコストでフラッシュ光源システムが構築できます。
　　
　　２－４　「ビットパラレル」または「ＲＳ２３２Ｃ」により、外部制御による調光制御
　　　　　　が可能です。　
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ディップスイッチ５がＯＦＦ時にＯＮ／ＯＦＦ信号が
ＯＮすると、点灯します。
逆に、ディップスイッチ５がＯＮの時にＯＮ／ＯＦＦ
信号がＯＦＦすると、点灯します。

３．仕様
　　　ＤＣ１２Ｖ電源またはＤＣ２４Ｖ電源として使用できます。
　　　また、各々「常時点灯」と「フラッシュ点灯」の２つの使い方ができます。

　　３－１　出力電圧切り換え
　　　　　　裏面の電圧切換ＳＷで、ＤＣ１２ＶまたはＤＣ２４Ｖの出力電圧を選択できます。
　　　　　　電圧切換は、電源ＳＷをＯＦＦし、電圧切換ＳＷを引っ張りながら切り換えて
　　　　　　ください。
　　　　　　ＤＣ１２ＶはＬ１端子から、ＤＣ２４ＶはＬ２端子より出力されます。

　　３－２　常時点灯
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ２，３，５，６の設定は別項を確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ４は常時点灯の場合意味を持ちません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　又、ディップスイッチ５は電源ＯＮ時に設定されている状態に
　　　　　　　　　　　　　　　　　依存します。電源ＯＮ後に切り換えても認識できません。
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ディップスイッチ設定例

　　　　　　　　光量制御
　　　　　　　　　　Ｃｏａｒｓｅ（粗調）とＦｉｎｅ（微調）の２個のロータリースイッチにより
　　　　　　　　　　２５６階調の調光ができます。

　　　　　　　　　　　　調光量＝（Ｃｏａｒｓｅ×１６＋Ｆｉｎｅ）×１００／２５５％

　　　　　　　　　　但し、ディップスイッチ６がＯＮ時、Ｆｉｎｅは微調ではなく、発光遅れ時間
　　　　　　　　　　の設定となりますので、ご注意ください。（３－４参照）
　　　　　　　　　　又、ＰＵＬＳＥ　ＷＩＤＴＨのロータリースイッチは意味を持ちません。

　　３－２　フラッシュ点灯
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ２，３，４，６の設定は別項を確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ５はフラッシュ点灯の場合意味を持ちません。
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　　３－４　発光遅れ時間設定
　　　　　　ディップスイッチ６がＯＮの場合、
　　　　　　Ｆｉｎｅのロータリースイッチにて、
　　　　　　発光遅れ時間を設定できます。
　　　　　　（この場合、Ｃｏａｒｓｅの
　　　　　　　ロータリースイッチは、
　　　　　　　そのまま調光スイッチとし
　　　　　　　て使用できます）

　　　　　　　　フラッシュパルス幅
　　　　　　　　　　ＰＵＬＴＨ　ＷＩＤＴＨのロータリースイッチでフラッシュの発光パルス幅を
　　　　　　　　　　調整することができます。
　　　　　　　　　　パルス幅２０μＳ～１０００μＳまでは、オーバードライブしていますので、
　　　　　　　　　　明るく発光します。（画像処理装置によって使用可能なパルス幅は異なります
　　　　　　　　　　ので、画像処理装置の取扱説明書を参照ください。

　　　　　　　　結線

電
源

NC

TRIGGER

ON/OFF

GND

ﾌﾗｯｼｭﾄﾘｶﾞ

ディップスイッチ４がＯＦＦ時にフラッシュトリガがＯＮ
すると、フラッシュ発光します。
逆に、ディップスイッチ４がＯＮの時にフラッシュトリガ
がＯＦＦすると、フラッシュ発光します。
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　　３－５　リモートモード
　　　　　　ディップスイッチ２をＯＮするとリモートモードになります。リモートモードには
　　　　　　ディップスイッチ３の状態により「ビットパラレルモード」と「ＲＳ２３２Ｃモード」
　　　　　　があります。

　　　３－５－１　ビットパラレルモード（ディップスイッチ３：ＯＦＦ）
　　　　　　　　　電源背面のＤ－ＳＵＢ１５ピンコネクタにより、光量とフラッシュパルス幅の
　　　　　　　　　制御ができます。９ピン（ＥＸＴ）がＯＮされていない時は前面パネルの
　　　　　　　　　ロータリースイッチが有効ですが、９ピンがＯＮされると下記の入力状態によって
　　　　　　　　　光量とフラッシュパルス幅が制御されます。

（１）ビット構成

ﾋﾞｯﾄ

構成

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15

(LSB) (MSB)調光ﾋﾞｯﾄ(0～FF) EXT WR ﾊﾟﾙｽ幅(LSB) (MSB) GND

（２）信号論理
　　　データ及び制御ビットは負論理（アクティブＬ）です。
　　　ドライバＩＣ、オープンコレクタ等で信号出力してください。

（３）外部／手動切り替え
　　　外部制御に切り換えます。（ローターリスイッチは反応しなくなります）
　　　　（注）ディップスイッチ２がＯＦＦの場合は外部操作には切り替わりません

手動

外部
NPNｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ　ON

　　　　　　　　光量制御
　　　　　　　　　　Ｃｏａｒｓｅ（粗調）とＦｉｎｅ（微調）の２個のロータリースイッチにより
　　　　　　　　　　２５６階調の調光ができます。

　　　　　　　　　　　　調光量＝（Ｃｏａｒｓｅ×１６＋Ｆｉｎｅ）×１００／２５５％

　　　　　　　　　　但し、ディップスイッチ６がＯＮ時、Ｆｉｎｅは微調ではなく、発光遅れ時間
　　　　　　　　　　の設定となりますので、ご注意ください。（３－４参照）

（４）データ書き込み用シーケンス
　　　（注）外部制御状態で書き込めます。手動の時は書き込めません。

B1～B8
(8ﾋﾞｯﾄ)

Tst Thd

書き込み調光ﾃﾞｰﾀ

書き込みB10

Tpw

(WR)

Tst≧100μS
Tpw＞1mS
Thd≧100μS

①調光データ（Ｂ１～Ｂ８）を負論理出力（Ｌレベル：１）
②書き込みビットを出力（最大１ｍＳでデータを取り込みます）

（５）パルス幅
　　　Ｂ１１～Ｂ１４の信号入力により、パルス幅の設定ができます。
　　　パルス幅は前面パネルの２０μＳ～３３ｍＳの設定です。
　　　（書き込みシーケンスは上記（４）を参照してください）

    ３－６　ＲＳ２３２Ｃによる外部操作（Ｄ－ＳＵＢ９ピン）

　　　　（１）通信仕様
　　　　　　　データビット長　　：　８ビット
　　　　　　　ストップビット　　：　２ビット
　　　　　　　パリティチェック　：　なし
　　　　　　　ボーレート　　　　：　９６００ｂｐｓ

　　　　（２）コマンド
　　　　　　　①設定確認コマンド
　　　　　　　②常時点灯設定コマンド
　　　　　　　③フラッシュ点灯設定コマンド
　　　　　　　④フラッシュ点灯トリガ出力コマンド
　　　　　　　⑤ソフトバージョン確認コマンド

　　　　　（注１）接続にはＤ－ＳＵＢ９ピンのクロスケーブルが必要です。
　　　　　（注２）コマンドの詳細については、裏面をご参照ください。

４．使用方法
　（１）接続
　　　　電源スイッチをＯＦＦにします。
　　　　ＬＥＤ照明のコード先端のリセプタクルを、電源背面の出力コネクタに接続します。
　　　　１０Ｗ型の場合は、背面ＦＧ端子を０．５ｓｑ（AWG20）～１．２５ｓｑ（AWG16）
　　　　程度の線材で接地し、ＡＣコードプラグをコンセントに接続します。又、外部制御を
　　　　行なう場合は、背面に外部入力端子、ビットパラレルコネクタ、ＲＳ２３２Ｃコネクタ
　　　　を接続してください。
　（２）動作設定
　　　　動作仕様に合わせて、動作設定スイッチ（ディップスイッチ）を設定してください。
　（３）出力電圧設定
　　　　負荷の仕様に合わせた出力電圧を電圧設定スイッチで切り換えます。（DC12V／DC24V)
　（４）電源投入
　　　　電源スイッチをＯＮにします。
　（５）調光
　　　　手動調光ではＣｏａｒｓｅで粗く、Ｆｉｎｅで細かく光量調整が可能です。
　　　　又、フラッシュ点灯の場合、パルス幅設定スイッチにより、パルス幅を可変可能です。
　　　　（注）フラッシュ点灯の場合、ＴＥＳＴスイッチを押すことにより、手動でフラッシュ
　　　　　　　点灯を行なうことが可能です。

５．コネクタ

５－１　出力コネクタ　　ＳＭコネクタ（ＪＳＴ）

ピン番号

１

２

３

４

コネクタ

１２Ｖ出力タイプ

出力＋（＋１２Ｖ）

出力－

ＳＭＰ－０２Ｖ－ＢＣ

２４Ｖ出力タイプ

出力＋（＋２４Ｖ）

出力－

ＳＭＰ－０３Ｖ－ＢＣ

空

ファン付き出力タイプ

出力＋（＋２４Ｖ）

出力＋（＋１２Ｖ）

出力－

ファンＧＮＤ

ＳＭＰ－０４Ｖ－ＢＣ

５－２　ビットパラレル用コネクタ　　Ｄ－ＳＵＢ１５ピン（オス）　［Ｍ２．６ｍｍネジ］

ファン付き：ファン付き照明用出力コネクタ　Ｌ１／Ｌ２（ＦＡＮ）

制御線ケーブルはシールド付き３ｍ以内で使用してください。

ピン番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

オプションケーブル　注）　　線色

黒

黒白

赤

赤白

緑

緑白

黄

黄白

茶

茶白

青

青白

灰

灰白

橙

信号

調光Ｄ０［ＬＳＢ］　Ｂ１

調光Ｄ１　Ｂ２

調光Ｄ２　Ｂ３

調光Ｄ３　Ｂ４

調光Ｄ４　Ｂ５

調光Ｄ５　Ｂ６

調光Ｄ６　Ｂ７

調光Ｄ７［ＭＳＢ］　Ｂ８

外部制御（ＩＮＴ／ＥＸＴ）　Ｂ９

データ書き込み（ＷＲ）　Ｂ１０

パルス幅Ｄ０［ＬＳＢ］　Ｂ１１

パルス幅Ｄ１　Ｂ１２

パルス幅Ｄ２　Ｂ１３

パルス幅Ｄ３［ＭＳＢ］　Ｂ１４

信号ＧＮＤ　Ｂ１５

５－２　ＲＳ２３２Ｃ用コネクタ
　　　　Ｄ－ＳＵＢ９ピン（オス）
　　　　［Ｍ２．６ｍｍネジ］
　　　　制御線ケーブルはシールド付き
　　　　３ｍ以内で使用してください。

ピン番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

信号

ＮＣ

ＲＸＤ

ＴＸＤ

ＤＴＲ

ＧＮＤ

ＤＳＲ

ＲＴＳ

ＣＴＳ

ＮＣ

６．電源側入力回路（負論理）
　　ＣＭＯＳ（５Ｖ）タイプ
　　　　調光データ：Ｂ０～Ｂ７
　　　　パルス幅データ：Ｂ１１～Ｂ１４
　　　　制御信号：ＥＸＴ、ＷＲ

７．制御信号駆動推奨回路（オープンコレクタ、フォトカプラ等）

信号からＧＮＤへ１０ｍＡ程度の電流を流せる素子であれば
駆動可能です。
ノイズの発生しやすい環境で使用する場合は、フォトカプラ
などで信号線、ＧＮＤラインを駆動側装置と絶縁するよう
お勧めします。

信号

ＬＳ０５
ＬＳ０６
など

ＧＮＤ

８．定　格

機種

ANB86001

ANB86003

AC100V－120V　（50/60Hz）　　18W以下　

AC100V－240V　（50/60Hz）　　46W以下

入力 出力

DC12V/24V　10W以下

DC12V/24V　30W以下

（注１）動作可能電圧範囲は、入力の±10%。
（注２）定格以上の負荷に対して過電流保護回路が働きます。

注　意
（１）本電源と異なる電位の装置の筐体金属部分を、本電源と同時に触れる恐れのある場合は、
　　　感電する恐れがありますので、ＦＧ端子を０．５～１．２５ｓｑ（ＡＷＧ２０～ＡＷＧ１６）
　　　程度の線材で接地してください。同時に触れる恐れのある相手方の装置筐体が接地されて
　　　おらず、電位を持っている場合は、ＦＧ端子を相手側の装置のＦＧ端子に接続した方がよい
　　　場合もあります。（３０Ｗ型では３Ｐ接地付きＡＣコードで接地してください。）

（２）制御入力ケーブルは、コンタクト適用電線範囲内の線材をご使用ください。又ケーブルが長く
　　　なるとノイズを拾いやすくなります。シールド線３ｍ以内ででのご使用をお勧めします。

（３）冷却ファンなしの照明を使用する場合は、照明の温度上昇を抑えるために、点灯する必要の
　　　ない時には、ＯＮ／ＯＦＦ制御機能を使用し、消灯するようにしてください。

（４）照明出力の延長ケーブルは、５ｍ以内のものをご使用ください。延長ケーブルが長くなると、
　　　ケーブルの直流抵抗による電圧降下で、照明の両端に印加する電圧が低下し、１００％調光時
　　　であるにもかかわらず定格電圧に届かず、光量が低下してしまいます。

（５）出力トランジスタ保護目的の過電流保護機能が内蔵されておりますが、電源出力を短絡する
　　　ことはお避けください。

（６）３０ＷはＡＣ１００Ｖ－２４０Ｖの電源電圧で動作しますが、付属の電源コードは
　　　ＡＣ１００Ｖ用のコードですので、２００Ｖ系で使用される場合は、専用コードをご使用
　　　ください。

（７）ゴム脚またはケースレグを取り外して、システムラックやケースに固定する場合、Ｍ３ネジの
　　　ケース内への挿入深さは２ｍｍ以下にしてください。

（８）ＥＭＣ指令に適合するためには、電源コードの本電源への引き込み口の直近に、フェライト
　　　コアＥＳＤ－ＳＲ－２５［ＴＯＫＩＮ］相当品を入れてください。

９．外　観

お願い
（１）ケーブルの着脱は、本体の電源を切ってから行ってください。火災や感電の原因となります。

（２）移動するときは、電源ケーブル・接地ケーブルを抜いてください。ケーブルが傷つくと火災
　　　や感電の原因となります。

（３）煙が出る、外側が異常に熱くなる、嫌なにおいや音がするなどの異常が起こった場合は、すぐ
　　　に使用を中止し電源を切って電源プラグをコンセントから抜いてください。
　　　お客様による修理は危険ですので、当社営業所までご連絡ください。

（４）本体を落としたり破損したときは、電源を切って電源プラグをコンセントから抜き、
　　　当社営業所までご連絡ください。そのまま使用すると火災や感電の原因になります。

（５）次のような場所に設置してください。
　　　　・温度０～４０℃、湿度２０～７０％ＲＨの場所。（結露しないこと）
　　　　・振動の少ない、水平で安定した場所。
　　　　・換気のよい、埃の少ない場所。
　　　　・外来ノイズの少ない場所。
　　　　・温度が急に変化しない場所。
　　　　・水道の蛇口、湯沸し器、加湿器クーラー、ヒーター、ストーブなどが近くにないこと。
　　　　　（高温、高湿度、または低温でない場所）
　　　　・水分の含んだものが近くにないこと。

（６）供給電源について、次の項目を守ってください。。
　　　　・電圧の安定した場所から専用電源として引き込むこと。エアコンや複写機などの大型機器
　　　　　と同じ電源コンセントから配線すると、誤動作の原因となります。
　　　　・長時間使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜くこと。
　　　　・電源ケーブルを熱器具に近づけたり、傷つけたりしないこと。
　　　　・雷が鳴り出したら、本体及び電源プラグには触れないこと。

（７）カメラケーブルと電源ケーブルをまとめて束にすると、画面上に悪影響を及ぼす可能性があり
　　　ます。

（８）１／４０００ｓｅｃなどの高速シャッターでご使用の際は調光をＭＡＸにしてください。調光
　　　をＭＡＸにして使用されるときは、外部制御等での間欠使用を強くお勧めします。

（９）次に示すような条件や環境で使用する場合は、定格、機能に対して余裕を持った使い方や
　　　フェールセーフなどの安全対策への配慮をいただくとともに、当社営業担当者までご相談
　　　くださいますようお願い致します。
　　　　　　・本書に記載のない条件や環境での使用
　　　　　　・原子力制御・鉄道・航空・車両・燃焼装置・医療機器・娯楽機器・安全機器などへの
　　　　　　　使用
　　　　　　・人命や財産に大きな影響が予測され、特に安全性が要求される用途への使用

■免責
　　本電源装置を運用中に生じたトラブル、損害に対して、直接的、間接的原因を問わず、
　　弊社はその責任を負わないものとします。

松下電工マシンアンドビジョン株式会社

〒571-8686　大阪府門真市門真1048番地

電話　06-6903-5806
FAX　 06-69080628

No.ANB86001/3-001

ディップスイッチ設定例
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4-M3     
54X93（固定ネジ）

（ネジ挿入２ｍｍ以下）

ACコード約2.3m

出力ｺﾈｸﾀ

ﾋﾞｯﾄﾊﾟﾗﾚﾙ入（出）力ｺﾈｸﾀ

RS-232Cｺﾈｸﾀ

外部入力端子

電圧設定ｽｲｯﾁ

ﾊﾟﾙｽ幅設定ｽｲｯﾁ

調光ｽｲｯﾁ
動作設定ｽｲｯﾁ

ﾃｽﾄｽｲｯﾁ
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15 140
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110

4-M3（底面固定ネジ）
40X140

（ネジ挿入２ｍｍ以下）

4-M3（側面固定ネジ）
90X140

外部入力端子

ﾋﾞｯﾄﾊﾟﾗﾚﾙ入（出）力ｺﾈｸﾀ

RS-232Cｺﾈｸﾀ

電圧設定ｽｲｯﾁ

出力ｺﾈｸﾀ

ﾊﾟﾙｽ幅設定ｽｲｯﾁ

調光ｽｲｯﾁ

動作設定ｽｲｯﾁ

ﾃｽﾄｽｲｯﾁ

１０Ｗ型 外形寸法

３０Ｗ型 外形寸法

ACコード（２ｍ）付属
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通信コマンドについて

機能 コマンド 電源側動作内容

設定確認 ＃Q 現状の設定を返信する
①リモートモードでない場合は＃Ｌを返信
②リモートモードで常時点灯の場合＃Ｃ＿ｘｘｘ＿ｚを返信
③リモートモードでフラッシュ点灯の場合＃Ｆ＿ｘｘｘ＿ｙｙ＿ｚを返信

ｘｘｘは０００～２５５、ｙｙは００～１５、ｚは０ｏｒ１
（ｚ＝０：ＥＥＰＲＯＭ書込みなし、ｚ＝１：ＥＥＰＲＯＭ書込みあり）

リモート
常時点灯
設定

＃Ｃ＿ｘｘｘ＿ｚ モードを常時点灯、光量ｘｘに設定し、＃Ａ返信（常時点灯を行う）
すでに常時点灯の場合は光量ｘｘｘに変更して＃Ａ返信
（外部トリガでの＃Ａの返信はしない）

ｘｘｘは０００～２５５、ｚは０ｏｒ１
（ｚ＝０：ＥＥＰＲＯＭ書込みなし、ｚ＝１：ＥＥＰＲＯＭ書込みあり）

リモート
フラッシュ
点灯設定

＃Ｆ＿ｘｘｘ＿ｙｙ＿ｚ モードをフラッシュ点灯、光量ｘｘｘ、フラッシュパルス幅ｙｙ段階に
設定し、＃Ａ返信（発光そのものはリモートフラッシュコマンド＃Ｘ
もしくは外部トリガ信号入力まで待つ）

ｘｘｘは０００～２５５、ｙｙは００～１５、ｚは０ｏｒ１
（ｚ＝０：ＥＥＰＲＯＭ書込みなし、ｚ＝１：ＥＥＰＲＯＭ書込みあり）

リモート
フラッシュ

＃Ｘ 設定されている光量、パルス幅でフラッシュ１発発光して＃Ａ返信

エラー 規定外コマンド受信時、コマンドの返信なし

ソフト
バージョン
確認

＃Ｖ マイコンソフトのバージョンＮｏ．を返信する
＃Ｖを受信すると＃ＶＸＸＸを返信する
ＸＸＸはバージョンＮｏ．を示す

(注１）フラッシュ点灯後のトリガ無視時間は１６ｍＳとする。
(注２）トリガ出力は外部トリガとフラッシュテスト入力両方をサポート。
(注３）すべてのコマンド列の最後にはＣＲ（キャリッジリターン）を付ける。
(注４）＿はスペースを示す。
(注５）すべてのコマンドはＡＳＣＩＩコードとする。


